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条 例

特 別 職 の 職 員 及 び 職 員 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 河 村 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 一 号

特 別 職 の 職 員 及 び 職 員 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

特 別 職 の 職 員 及 び 職 員 の 給 与 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
第 一 条 中 「 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で 」 を 「 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 平 成 二 十 七 年 三 月

三 十 一 日 ま で 」 に 改 め る 。

第 三 条 中 「 平 成 二 十 五 年 十 二 月 一 日 か ら 平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 （ 以 下 「 特 定 期 間 」 と い う 。 ） 」 を 「 特 例 期 間 」

に 改 め 、 同 条 第 一 号 中 「 百 分 の 五 」 を 「 百 分 の 四 」 に 改 め 、 同 条 第 二 号 中 「 百 分 の 四 」 を 「 百 分 の 三 」 に 改 め 、 同 条 第 三 号

中 「 百 分 の 三 」 を 「 百 分 の 二 」 に 改 め る 。

第 四 条 中 「 特 定 期 間 」 を 「 特 例 期 間 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

給 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 河 村 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 二 号

給 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

給 与 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 を 次 の よ う に 改 め る 。
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別表第２（第５条関係）

備考
１ この表の５級の括弧内の金額は、５級の職にある職員のうち、管理者が指定するものに適用する。
２ この表の７級の括弧内の金額は、７級の職にある職員のうち、管理者が指定するものに適用する。
３ この表の８級の括弧内の金額は、８級の職にある職員のうち、管理者が指定するものに適用する。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ 地 方 公 務 員 等 共 済 組 合 法 （ 昭 和 三 十 七 年 法 律 第 百 五 十 二 号 ） 附 則 第 十 九 条 （ 同 法 附 則 第 十 九 条 の 二 の 規 定 に よ り 読 み 替

え る 場 合 を 含 む 。 ） に 規 定 す る 退 職 共 済 年 金 を 支 給 す る 年 齢 に 達 し た 日 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 以 後 の 期 間 に お け る 職 員 に 対

す る こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 給 与 条 例 第 五 条 第 一 項 第 二 号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 号 中 「 別 表 第 二 」 と あ る の は 、 「 給

与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 二 号 ） 附 則 別 表 」 と す る 。

行政職等給料表

給料月額職務の級

円
１４４,５００１級

１８０,６００２級

２０７,８００３級

２２３,３００４級

２５３,５００５級 （２６９,９００）

２７６,６００６級

２９１,７００７級 （３１０,６００）

３４２,５００８級 （３７３,９００）

４２２,９００９級
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附則別表

備考
１ この表の５級の括弧内の金額は、５級の職にある職員のうち、管理者が指定するものに適用する。
２ この表の７級の括弧内の金額は、７級の職にある職員のうち、管理者が指定するものに適用する。
３ この表の８級の括弧内の金額は、８級の職にある職員のうち、管理者が指定するものに適用する。

予 算 の 執 行 に 関 す る 管 理 者 の 調 査 等 の 対 象 と な る 法 人 を 定 め る 条 例 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 河 村 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 三 号

予 算 の 執 行 に 関 す る 管 理 者 の 調 査 等 の 対 象 と な る 法 人 を 定 め る 条 例

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 二 年 政 令 第 十 六 号 。 以 下 「 令 」 と い う 。 ） 第 百 五 十 二 条 第 一 項 第 三 号 及 び

第 四 項 第 二 号 の 規 定 に 基 づ き 、 予 算 の 執 行 に 関 す る 管 理 者 の 調 査 等 の 対 象 と な る 法 人 を 定 め る も の と す る 。

（ 令 第 百 五 十 二 条 第 一 項 第 三 号 の 条 例 で 定 め る 法 人 ）

第 二 条 令 第 百 五 十 二 条 第 一 項 第 三 号 の 条 例 で 定 め る 法 人 は 、 次 に 掲 げ る 法 人 と す る 。

一 本 組 合 が 資 本 金 、 基 本 金 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る も の （ 以 下 「 資 本 金 等 」 と い う 。 ） の 四 分 の 一 以 上 二 分 の 一 未 満 を 出 資

し て い る 一 般 社 団 法 人 及 び 一 般 財 団 法 人 並 び に 株 式 会 社

二 本 組 合 及 び 一 又 は 二 以 上 の 令 第 百 五 十 二 条 第 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 法 人 （ 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 同 号 に 掲 げ る 法 人 と

み な さ れ る 法 人 を 含 む 。 ） が 資 本 金 等 の 四 分 の 一 以 上 二 分 の 一 未 満 を 出 資 し て い る 一 般 社 団 法 人 及 び 一 般 財 団 法 人 並 び に

株 式 会 社

（ 令 第 百 五 十 二 条 第 四 項 第 二 号 の 条 例 で 定 め る 法 人 ）

第 三 条 令 第 百 五 十 二 条 第 四 項 第 二 号 の 条 例 で 定 め る 法 人 は 、 本 組 合 が そ の 者 の た め に そ の 資 本 金 等 の 四 分 の 一 に 相 当 す る

額 以 上 二 分 の 一 に 相 当 す る 額 未 満 の 額 の 債 務 を 負 担 し て い る 一 般 社 団 法 人 及 び 一 般 財 団 法 人 並 び に 株 式 会 社 と す る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ 第 二 条 及 び 第 三 条 の 規 定 は 、 こ れ ら の 規 定 に 定 め る 法 人 の 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 四 十 三 条

の 三 第 二 項 の 規 定 に よ る 事 業 の 計 画 に 関 す る 書 類 の 作 成 及 び 議 会 へ の 提 出 に つ い て は 当 該 法 人 の 施 行 日 以 後 最 初 に 終 了 す

る 事 業 年 度 分 か ら 、 そ れ ら の 法 人 の 同 項 の 規 定 に よ る 決 算 に 関 す る 書 類 の 作 成 及 び 議 会 へ の 提 出 に つ い て は 当 該 法 人 の 施

行 日 前 最 後 に 終 了 し た 事 業 年 度 分 か ら 適 用 す る 。

行政職等給料表

給料月額職務の級

円
１３７,４００１級

１７１,７００２級

１９７,５００３級

２０９,５００４級

２４１,６００５級 （２５５,５００）

２６２,９００６級

２７７,３００７級 （２９５,３００）

３２５,６００８級 （３５５,４００）

４０２,０００９級
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消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 の 引 上 げ に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 河 村 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 四 号

消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 の 税 率 の 引 上 げ に 伴 う 関 係 条 例 の 整 備 に 関 す る 条 例

（ 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 施 設 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 施 設 条 例 （ 昭 和 三 十 六 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 係 船 岸 壁 の 項 中 「 十 円 五 十 五 銭 」 を 「 十 円 八 十 五 銭 」 に 、 「 七 円 三 銭 」 を 「 七 円 二 十 三 銭 」 に 、 「 八 円 五 十 六 銭 」 を

「 八 円 八 十 銭 」 に 、 「 五 円 七 十 一 銭 」 を 「 五 円 八 十 七 銭 」 に 、 「 二 円 八 十 五 銭 」 を 「 二 円 九 十 三 銭 」 に 改 め 、 同 表 係 船 浮 標

の 項 中 「 場 合 四 千 二 百 四 十 円 」 を 「 場 合 四 千 三 百 六 十 円 」 に 、 「 二 千 八 百 二 十 円 」 を 「 二 千 九 百 円 」 に 、 「 八 千 四 百 八

十 円 」 を 「 八 千 七 百 二 十 円 」 に 、 「 五 千 六 百 五 十 円 」 を 「 五 千 八 百 十 円 」 に 、 「 一 万 二 千 七 百 十 円 」 を 「 一 万 三 千 七 十 円 」

に 、 「 一 万 九 千 九 十 円 」 を 「 一 万 九 千 六 百 三 十 円 」 に 、 「 一 万 二 千 七 百 三 十 円 」 を 「 一 万 三 千 九 十 円 」 に 、 「 三 万 千 八 百 十

円 」 を 「 三 万 二 千 七 百 十 円 」 に 、 「 二 万 千 二 百 十 円 」 を 「 二 万 千 八 百 十 円 」 に 、 「 三 万 八 千 百 六 十 円 」 を 「 三 万 九 千 二 百 五

十 円 」 に 、 「 二 万 五 千 四 百 五 十 円 」 を 「 二 万 六 千 百 七 十 円 」 に 改 め 、 同 表 ひ き 船 係 留 施 設 の 項 中 「 四 万 五 千 百 円 」 を 「 四 万

六 千 三 百 円 」 に 改 め 、 同 表 上 屋 及 び 上 屋 附 属 詰 所 の 項 中 「 三 十 二 円 五 十 五 銭 」 を 「 三 十 三 円 四 十 八 銭 」 に 、 「 二 十 七 円 三 十

銭 」 を 「 二 十 八 円 八 銭 」 に 、 「 二 十 二 円 五 銭 」 を 「 二 十 二 円 六 十 八 銭 」 に 、 「 四 百 八 十 三 円 」 を 「 四 百 九 十 六 円 八 十 銭 」 に 、

「 四 百 九 円 五 十 銭 」 を 「 四 百 二 十 一 円 二 十 銭 」 に 、 「 三 百 十 五 円 」 を 「 三 百 二 十 四 円 」 に 、 「 四 十 二 円 」 を 「 四 十 三 円 二 十

銭 」 に 、 「 二 十 五 円 二 十 銭 」 を 「 二 十 五 円 九 十 二 銭 」 に 、 「 九 百 三 円 」 を 「 九 百 二 十 八 円 八 十 銭 」 に 、 「 八 百 十 九 円 」 を 「 八

百 四 十 二 円 四 十 銭 」 に 、 「 七 百 十 四 円 」 を 「 七 百 三 十 四 円 四 十 銭 」 に 改 め 、 同 表 荷 さ ば き 地 、 荷 さ ば き 地 附 属 水 道 施 設 及 び

荷 さ ば き 地 附 属 詰 所 の 項 中 「 十 二 円 十 八 銭 」 を 「 十 二 円 五 十 二 銭 」 に 、 「 十 一 円 十 三 銭 」 を 「 十 一 円 四 十 四 銭 」 に 、 「 十 円

八 銭 」 を 「 十 円 三 十 六 銭 」 に 、 「 九 円 三 銭 」 を 「 九 円 二 十 八 銭 」 に 、 「 七 円 九 十 八 銭 」 を 「 八 円 二 十 銭 」 に 、 「 五 百 九 十 八 円

五 十 銭 」 を 「 六 百 十 五 円 六 十 銭 」 に 、 「 四 十 六 円 二 十 銭 」 を 「 四 十 七 円 五 十 二 銭 」 に 、 「 四 十 二 円 八 十 四 銭 」 を 「 四 十 四 円

六 銭 」 に 改 め 、 同 表 野 積 場 の 項 中 「 百 五 十 八 円 五 十 五 銭 」 を 「 百 六 十 三 円 八 銭 」 に 、 「 百 五 十 三 円 三 十 銭 」 を 「 百 五 十 七 円

六 十 八 銭 」 に 、 「 百 四 十 二 円 八 十 銭 」 を 「 百 四 十 六 円 八 十 八 銭 」 に 改 め 、 同 表 貯 木 場 の 項 中 「 一 円 六 十 九 銭 」 を 「 一 円 七 十

三 銭 」 に 、 「 二 円 七 銭 」 を 「 二 円 十 二 銭 」 に 、 「 二 円 六 十 四 銭 」 を 「 二 円 七 十 一 銭 」 に 、 「 三 円 三 十 一 銭 」 を 「 三 円 四 十 銭 」 に 、

「 五 円 五 十 六 銭 」 を 「 五 円 七 十 一 銭 」 に 、 「 七 円 五 十 八 銭 」 を 「 七 円 七 十 九 銭 」 に 、 「 二 十 三 円 六 十 六 銭 」 を 「 二 十 四 円 三

十 三 銭 」 に 、 「 九 十 四 円 七 十 七 銭 」 を 「 九 十 七 円 四 十 七 銭 」 に 、 「 百 四 十 六 円 四 十 三 銭 」 を 「 百 五 十 円 六 十 一 銭 」 に 改 め 、

同 表 荷 役 機 械 の 項 中 「 五 万 二 千 五 百 円 」 を 「 五 万 四 千 円 」 に 、 「 四 万 七 千 二 百 五 十 円 」 を 「 四 万 八 千 六 百 円 」 に 、 「 九 千 五

百 五 十 五 円 」 を 「 九 千 八 百 二 十 八 円 」 に 改 め 、 同 表 電 気 施 設 の 項 中 「 二 千 五 百 二 十 円 」 を 「 二 千 五 百 九 十 二 円 」 に 改 め 、

同 表 運 河 の 項 中 「 六 百 八 十 三 円 」 を 「 七 百 二 円 」 に 、 「 三 千 九 百 七 十 五 円 」 を 「 四 千 八 十 八 円 」 に 、 「 二 十 二 円 五 銭 」 を

「 二 十 二 円 六 十 八 銭 」 に 改 め 、 同 表 鉄 道 基 盤 施 設 の 項 中 「 二 百 十 四 円 二 十 銭 」 を 「 二 百 二 十 円 三 十 二 銭 」 に 改 め 、 同 表 備

考 第 二 号 中 「 四 百 二 十 円 」 を 「 四 百 三 十 二 円 」 に 改 め る 。

（ 名 古 屋 港 湾 会 館 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 名 古 屋 港 湾 会 館 条 例 （ 昭 和 四 十 六 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 利 用 料 金 （ 単 位 円 ） の 欄 を 次 の よ う に 改 め る 。

利 用 料 金
一 〇 、 二 〇 〇 円

一 二 、 三 〇 〇 円

一 五 、 四 〇 〇 円

二 八 、 八 〇 〇 円

三 、 四 〇 〇 円

四 、 六 〇 〇 円

六 、 一 〇 〇 円

七 、 二 〇 〇 円

九 、 二 〇 〇 円

一 九 、 五 〇 〇 円

二 、 一 〇 〇 円

二 、 七 〇 ○ 円

五 、 一 〇 〇 円

六 、 六 〇 〇 円

八 、 七 〇 〇 円

一 六 、 四 〇 〇 円

一 、 七 〇 〇 円
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（ 名 古 屋 港 管 理 組 合 入 港 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 名 古 屋 港 管 理 組 合 入 港 料 条 例 （ 昭 和 五 十 一 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 中 「 十 三 銭 」 を 「 二 十 一 銭 」 に 改 め る 。

（ 名 古 屋 港 管 理 組 合 臨 港 緑 地 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 四 条 名 古 屋 港 管 理 組 合 臨 港 緑 地 条 例 （ 昭 和 五 十 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 ゴ ル フ 場 の 項 中 「 八 、 四 〇 〇 円 」 を 「 八 、 六 〇 〇 円 」 に 、 「 一 三 、 四 〇 〇 円 」 を 「 一 三 、 七 〇 〇 円 」 に 改 め る 。

（ 名 古 屋 港 ポ ー ト ビ ル 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 五 条 名 古 屋 港 ポ ー ト ビ ル 条 例 （ 昭 和 五 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 利 用 料 金 の 欄 を 次 の よ う に 改 め る 。

二 、 六 〇 〇 円

三 、 〇 〇 〇 円

四 、 一 〇 〇 円

五 、 一 〇 〇 円

一 一 、 三 〇 〇 円

一 、 〇 〇 〇 円

一 、 五 〇 〇 円

利 用 料 金
五 、 九 〇 〇 円

七 、 三 〇 〇 円

九 、 四 〇 〇 円

一 九 、 五 〇 〇 円

六 、 四 〇 〇 円

七 、 九 〇 〇 円

一 〇 、 二 〇 〇 円

二 一 、 二 〇 〇 円

二 、 五 〇 〇 円

三 、 一 〇 〇 円

四 、 一 〇 〇 円

八 、 六 〇 〇 円

五 、 五 〇 〇 円

六 、 七 〇 〇 円

八 、 八 〇 〇 円

一 八 、 三 〇 〇 円

二 、 四 〇 〇 円

三 、 〇 〇 〇 円

三 、 九 〇 〇 円

八 、 一 〇 〇 円

一 〇 、 二 〇 〇 円

一 二 、 七 〇 〇 円

一 五 、 七 〇 〇 円

二 九 、 六 〇 〇 円

八 〇 〇 円 以 内 で 規 則 で 定 め る 額

四 、 〇 〇 〇 円 以 内 で 規 則 で 定 め る 額

一 、 三 〇 〇 円 以 内 で 規 則 で 定 め る 額
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（ 名 古 屋 港 水 族 館 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 六 条 名 古 屋 港 水 族 館 条 例 （ 平 成 四 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 水 族 館 に の み 入 館 す る 場 合 の 項 中 「 五 、 〇 〇 〇 円 」 を 「 五 、 一 〇 〇 円 」 に 、 「 四 、 五 〇 〇 円 」 を 「 四 、 六 〇 〇 円 」 に

改 め る 。

（ 名 古 屋 港 の 港 湾 区 域 内 又 は 港 湾 隣 接 地 域 内 に お け る 行 為 の 許 可 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 名 古 屋 港 の 港 湾 区 域 内 又 は 港 湾 隣 接 地 域 内 に お け る 行 為 の 許 可 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第

六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 土 砂 採 取 料 の 項 中 「 二 百 十 円 」 を 「 二 百 十 六 円 」 に 改 め る 。

（ 新 舞 子 ボ ー ト パ ー ク 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 八 条 新 舞 子 ボ ー ト パ ー ク 条 例 （ 平 成 十 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 係 留 施 設 の 項 中 「 一 万 円 」 を 「 一 万 二 百 円 」 に 、 「 十 二 万 円 」 を 「 十 二 万 二 千 四 百 円 」 に 、 「 七 千 五 百 円 」 を

「 七 千 七 百 円 」 に 、 「 九 万 円 」 を 「 九 万 二 千 四 百 円 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 六 年 五 月 一 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） か ら 施 行 す る 。

（ 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 施 設 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

２ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 施 設 条 例 （ 以 下 「 改 正 後 の 条 例 」 と い う 。 ） 別 表 荷 さ ば き 地 、 荷 さ ば

き 地 附 属 水 道 施 設 及 び 荷 さ ば き 地 附 属 詰 所 の 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 施 行 日 か ら 規 則 で 定 め る 日 ま で の 間 、 同 項 中

「 十 二 円 五 十 二 銭 」 と あ る の は 「 十 二 円 十 九 銭 」 と 、 「 十 一 円 四 十 四 銭 」 と あ る の は 「 十 一 円 十 一 銭 」 と 、 「 十 円 三 十 六 銭 」

と あ る の は 「 十 円 三 銭 」 と 、 「 九 円 二 十 八 銭 」 と あ る の は 「 八 円 九 十 五 銭 」 と 、 「 八 円 二 十 銭 」 と あ る の は 「 七 円 八 十 七 銭 」

と 、 「 四 十 七 円 五 十 二 銭 」 と あ る の は 「 四 十 四 円 八 十 一 銭 」 と 、 「 四 十 四 円 六 銭 」 と あ る の は 「 四 十 三 円 八 銭 」 と す る 。

３ 改 正 後 の 条 例 別 表 野 積 場 の 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 施 行 日 か ら 規 則 で 定 め る 日 ま で の 間 、 同 項 中 「 百 六 十 三 円 八 銭 」

と あ る の は 「 百 五 十 七 円 六 十 八 銭 」 と 、 「 百 五 十 七 円 六 十 八 銭 」 と あ る の は 「 百 五 十 四 円 四 十 四 銭 」 と 、 「 百 四 十 六 円 八 十

八 銭 」 と あ る の は 「 百 四 十 三 円 六 十 四 銭 」 と す る 。

４ 改 正 後 の 条 例 別 表 貯 木 場 の 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 施 行 日 か ら 規 則 で 定 め る 日 ま で の 間 、 同 項 中 「 一 円 七 十 三 銭 」

と あ る の は 「 一 円 六 十 七 銭 」 と 、 「 二 円 十 二 銭 」 と あ る の は 「 二 円 六 銭 」 と 、 「 二 円 七 十 一 銭 」 と あ る の は 「 二 円 六 十 三 銭 」

と 、 「 三 円 四 十 銭 」 と あ る の は 「 三 円 三 十 銭 」 と 、 「 五 円 七 十 一 銭 」 と あ る の は 「 五 円 五 十 三 銭 」 と 、 「 七 円 七 十 九 銭 」 と あ

る の は 「 七 円 五 十 三 銭 」 と 、 「 二 十 四 円 三 十 三 銭 」 と あ る の は 「 二 十 三 円 六 十 四 銭 」 と 、 「 九 十 七 円 四 十 七 銭 」 と あ る の は

「 九 十 一 円 九 十 三 銭 」 と 、 「 百 五 十 円 六 十 一 銭 」 と あ る の は 「 百 四 十 三 円 三 十 四 銭 」 と す る 。

５ 改 正 後 の 条 例 別 表 電 気 施 設 の 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 施 行 日 か ら 規 則 で 定 め る 日 ま で の 間 、 同 項 中 「 二 千 五 百 九 十

二 円 」 と あ る の は 、 「 二 千 五 百 十 七 円 」 と す る 。

６ 改 正 後 の 条 例 別 表 運 河 の 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 施 行 日 か ら 規 則 で 定 め る 日 ま で の 間 、 同 項 中 「 七 百 二 円 」 と あ る

の は 「 六 百 七 十 四 円 」 と 、 「 四 千 八 十 八 円 」 と あ る の は 「 三 千 九 百 三 十 四 円 」 と 、 「 二 十 二 円 六 十 八 銭 」 と あ る の は 「 二 十

一 円 六 十 銭 」 と す る 。

７ 改 正 後 の 条 例 の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 の 使 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な

お 従 前 の 例 に よ る 。

８ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 係 船 岸 壁 、 係 船 浮 標 、 荷 役 機 械 又 は 電 気 施 設 の 使 用 時 間 が 、 施 行 日 前 か ら 施 行 日 以 後 に わ た

る 使 用 に 対 す る 当 該 各 施 設 の 使 用 料 の 額 （ 当 該 使 用 に 対 す る 使 用 料 の 額 の 計 算 の 基 礎 と な る 単 位 時 間 が 施 行 日 以 後 の み に

係 る 部 分 の 使 用 料 の 額 を 除 く 。 ） に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 名 古 屋 港 の 港 湾 区 域 内 又 は 港 湾 隣 接 地 域 内 に お け る 行 為 の 許 可 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

９ 第 七 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 名 古 屋 港 の 港 湾 区 域 内 又 は 港 湾 隣 接 地 域 内 に お け る 行 為 の 許 可 に 関 す る 条 例 の 規 定 は 、 施

行 日 以 後 に 許 可 を 受 け る 者 の 当 該 許 可 に 係 る 土 砂 採 取 料 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 に 許 可 を 受 け た 者 の 当 該 許 可 に 係 る 土

砂 採 取 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

三 十 分 ま で ご と に 一 五 〇 円 以 内 で 規 則 で 定 め る 額 。

た だ し 、 二 十 四 時 間 ま で ご と に 一 、 二 〇 〇 円 以 内 で

規 則 で 定 め る 額 を 上 限 と す る 。

一 、 二 〇 〇 円 以 内 で 規 則 で 定 め る 額

二 〇 、 五 〇 〇 円 以 内 で 規 則 で 定 め る 額
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給 与 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 河 村 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 一 号

給 与 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

給 与 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 の 五 第 一 項 中 「 給 与 期 間 」 の 下 に 「 （ 以 下 「 給 与 期 間 」 と い う 。 ） 」 を 加 え る 。

第 六 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

（ 扶 養 手 当 の 確 認 ）

第 六 条 任 命 権 者 は 、 現 に 扶 養 手 当 の 支 給 を 受 け て い る 職 員 が 条 例 第 九 条 第 一 項 の 職 員 た る 要 件 を 具 備 し て い る か ど う か 及

び 扶 養 手 当 の 月 額 が 適 正 で あ る か ど う か を 当 該 職 員 に 扶 養 親 族 の 認 定 に 必 要 と 認 め る 扶 養 事 実 等 を 証 明 す る に 足 る 証 拠 書

類 の 提 出 を 求 め る 等 の 方 法 に よ り 、 随 時 確 認 す る も の と す る 。

第 九 条 第 一 項 中 「 月 の 」 を 「 給 与 期 間 （ 以 下 「 減 額 給 与 期 間 」 と い う 。 ） の 」 に 改 め 、 同 項 た だ し 書 中 「 職 員 が 給 料 の 支 給

日 前 に お い て 退 職 し 、 又 は 死 亡 し た と き は 、 そ の 際 」 を 「 こ れ に よ り 難 い 場 合 等 や む を 得 な い 理 由 が 生 じ た 場 合 に は 、 速 や

か に 」 に 、 「 行 な う 」 を 「 行 う 」 に 改 め 、 同 条 中 第 五 項 を 第 六 項 と し 、 第 四 項 を 第 五 項 と し 、 第 三 項 の 次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

４ 第 一 項 の 場 合 に お い て 、 一 の 減 額 給 与 期 間 に お け る 条 例 第 十 三 条 各 項 の 規 定 に よ り 減 額 す る 額 の 合 計 額 が 当 該 減 額 給 与

期 間 の 条 例 第 十 九 条 に 規 定 す る 合 計 額 （ 以 下 「 勤 務 一 月 当 た り の 給 与 額 」 と い う 。 ） を 超 え る と き 又 は 当 該 減 額 給 与 期 間 の

正 規 の 勤 務 時 間 の 全 時 間 が 減 額 の 基 礎 と な る 時 間 で あ る と き の 減 額 す る 額 は 、 勤 務 一 月 当 た り の 給 与 額 と す る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 六 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

名 古 屋 港 ポ ー ト ビ ル 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 六 年 三 月 三 十 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 河 村 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 二 号

名 古 屋 港 ポ ー ト ビ ル 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

名 古 屋 港 ポ ー ト ビ ル 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 五 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 五 三 一 月 一 台 を 利 用 単 位 と す る 駐 車 場 の 表 汀 全 日 使 用 の 駐 車 場 の 表 中 「 一 六 、 〇 〇 〇 円 」 を 「 一 六 、 四 〇 〇 円 」 に 、

「 一 二 、 〇 〇 〇 円 」 を 「 一 二 、 三 〇 〇 円 」 に 、 「 一 〇 、 〇 〇 〇 円 」 を 「 一 〇 、 二 〇 〇 円 」 に 改 め 、 同 表 碇 利 用 日 指 定 の 駐 車 場

の 表 中 「 八 、 一 〇 〇 円 」 を 「 八 、 三 〇 〇 円 」 に 、 「 九 、 〇 〇 〇 円 」 を 「 九 、 二 〇 〇 円 」 に 、 「 六 、 七 〇 〇 円 」 を 「 六 、 八 〇 〇

円 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 六 年 五 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

規 則
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雑 報
名古屋港管理組合副管理者名古屋市副市長入倉憲二は、平成２６年３月３１日同市副市長を退職したことにより、名古屋港管
理組合規約第１１条第５項の規定に基づき、同日をもって副管理者の職を失った。

名古屋港管理組合副管理者愛知県副知事 桐正博は、平成２６年３月３１日任期満了した。


